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1. 	 単独性右騎動震欠援症の 1倒
加藤文，菊地典雄(千大・蹄研内科〉 
65議女性，生来撞康，老年になって咳・呼吸菌難感出
現，単純撮影上右肺結少，気管支造影・気管支鏡では気
道系発達は正常，炎症所晃のみ，車管造影にて右持動IDま
は幹部より提出なし，大動脈系からの側爵路として気管
支動脈及び肪間動脈の発達あ歩，後者は一部蹄静脈に還
流，心内奇形・蹄高車圧なし，二次的閉塞を来すような
塁走往・症状なく，右蘇動寂途絶の形態より，先天的な要
因を考えた。 
11~g小細胞癌と締結核症が合併した 2. 
水谷文雄，菊治典雄(千大・跨研内科〉
肺癌治療中に結核菌の検出を認めたー症例を経験し
た。症例は， 71議の女性。主訴は右頚部題脹・皐疾。 
T3N2Ml，小細臆癌中間結抱型の診断にて， 60Co照射と
化学寮法を施行したが，治療後，塔疾結核菌培養にて，
結核菌の検出を認め，抗結核弗jの投与を行なった。治療
による造車障害を生じ，輸血撞行，その後激症肝炎を発
症し昇天した。害j検所見と若干の文献的考察を行ない，
報告した。 
3. 胸部レ銀上，異常詮影を伴った免疫芽球性1)ンパ
欝症 (ZBL)の 1症例
巽措一郎，沢由品夫(千大・障研内科)
症例は全身ソンパ室長彊張・咳・労作詩息切れを主訴と
して，胸部レ線上， BHL・びまん性粒状調状影を呈し
た69識の男性。芦ンパ節生検にて，①免疫芽球の著明な
増殖，②小血管の樹技状増生，③間質における無構造な
女子酸性物質の沈着を認め ZBLと診断。当初，多クロー
ン性高トーグロプリン血症・ f誌補捧価・溶車性賓血・全
去性リンパ第彊脹・肝腫大認めるも，経遥観察のみで検
査値， 臨床症状共改善してきており，現在も経過観察
中。 
4. 	 若年者にみちれた鉄塵醇寵の 1例
山司哲生，角坂育英(千大・姉研内科) 
8年間溶接工として勤務した26歳男性に譲維化を伴っ
た鉄塵肺症が発症し，気管支院患が合併。鉄童詩症はX
線所見の割に爵機能位下や自覚症状は少く，月市の線維化
もおこさない設，一般に無害性だとされている。この例
は，被覆剤から発生する珪酸のためiこ，鉄珪肺症となっ
て，線雑化のおこった可能性が強い。勿論，鉄その組の
金属による可能性もあり，含有金震の定量が必要であ
る。 E車線維化の機芹究明と共に，今後の課題である。 
5. 	 治寒中，胸*，心嚢.7jくの出現をみた原発性 Mac-
roglobulinemiaの1例
広島健三，長尾啓一(千大・肺研内科)
症鰐は66歳の男性で， 2年前より原発性マクログロプ
リン血症の診新で治療中である。主訴は咳鼠落疾，呼
吸罰難であった。血清，腕木，心嚢水の蛋白電気泳動で
は fastr位に M-peakをみ，胸水，心嚢求よヲリンパ
球議細胞，形質組組様細胞が検出された。客疾，心嚢水
から結核菌が議出され，抗結核療法により軽快し，蕗床
的に結核d注胸摸炎，心嚢炎と診新した。 
6. 	 鞠吾BX隷上，結語状陰影を呈した異霊麻諺の 1og 
問自 諺，河内文雄(千大・肺研内科)
発疹・呼吸器症状などをあらわさずに経通し，胸部X
線上結笥状陰影を呈した17歳の女性の異型蘇疹の一例を
経験した。発症当時近医にて跨炎と診断されるもその後
牌部X隷においてスリガラス状陰影が結節状として認め
られるため，誇査の目的にて千葉大学呼吸器科に入説。
麻諺ウイルスの抗体値が CF~こて， 4096倍以上，日Iに
て8192信以上と也のウイノレス抗鉢に比して在意に高誼を
示したため，発疹を伴わない異型麻疹と診断した。
